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要旨

今年度正式公開した「TogoProt」（http://lifesciencedb.jp/togoprot/ ）は、散在する多数

の蛋白質関連データベースの中を検索し、情報を蛋白質ごとにまとめて一覧できるサービ

スである。スである。

現在TogoProtは、国内外の様々な蛋白質関連データベースを40件以上収録しており、

UniProtなどの先行サービスでカバーされていない情報も多数含まれている。

TogoProtでユーザが蛋白質ごとにまとめてデータを一覧できるのは、あらかじめデータ

の各々にUniProt accessionなどの蛋白IDを付加してあるからである。蛋白質ファミリーの

IDやPDBIDも付加してあるので、ファミリーごとにデータをまとめて一覧したり、特定の立

体構造に関連したデータに限って一覧したりすることもできる。

今後はこのTogoProtをさらに実用的なものにするために、他のサイトと広く連携していき

たいと考えている

TogoProtでのデータベース検索

たいと考えている。

ユーザはまず日本語または英語のキーワードを入力し、蛋白質のリストを得る。

蛋白質はPIRSF、Pfam、UniRef50などのファミリーにより分類されて表示されており、ユーザは適切な蛋白質を容易に選択できる。

ここでユーザが１つの蛋白質を選択すれば、その蛋白質に関連づけられる各種データへのリンクが別フレームに一覧表示される。

ここで代わりにファミリーを選択すれば、そのファミリーのいずれかのメンバーに関連づけられる各種データへのリンクが別フレームに一覧表示される。

これらの一覧は外部のデータベースからも独自にアクセスできるようデザインされている。

キーワードで蛋白質を検索

蛋白質をクリック

ファミリーをクリック

データベースのエントリごとに蛋白IDを付加してある
- 立体構造 – PDBj、OLIGAMI、VIPERdbなど
- 理論計算 – eF-site、ProModeなど
- 物性・計測 – ProTherm、BMRBなど
- 相互作用 – HINTdb、GLIDAなど
変異 Protein Mutant Databaseなど- 変異 – Protein Mutant Databaseなど

- 機能・活性 – EzCatDBなど
- 局在・制御 – Rice Proteome Databaseなど
- 事典・図鑑 – Gene Wiki、Proteopediaなど

ご意見・ご要望はこちらへ  hideki@dbcls.jp
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